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１． 研究動機 

中学生の時に見た映画『ハリーポッター』シ

リーズのメイキングの映像に感銘を受けた。そこか

ら、劇団四季やディズニーの実写映画などの舞台

セットや衣装からなる世界観作り注目するように

なった。また、観劇などに関する研究をしたいと考

えた。 

 

２．現状 

2018年までの演劇・ミュージカル業界の市場規

模・観客動員数共に年々増加傾向にあった。小劇場

による公演数は減少したが、大規模による公演数が

増えたこと、劇団四季や2.5次元作品の好評が理由

として挙げられる。特に2.5次元作品は、公演回

数・市場規模共に2018年までの10年間で約6倍（回

数は約3,700回。規模は約226億円）に増加した

 
しかし、独自に4月24日から5月4日にGoogle

フォームを利用した「観劇」に関するアンケートを

行ったところ、以下のような結果が得られた。10代

後半から30代前半の28人から回答を得られた。しか

し、約半数の人が観劇に興味が無いといった回答が

見られた。 

このことに関して調査

を進めると左のような

データがあった。これ

は、2016年の観劇を

行った人の性別別の割

合だ。これを見ると男

性の割合が女性に比べ

ると少ないことが見受

けられる。また、10代や20代の鑑賞率が低いという

結果もある。このことから、若年層（特に男性）の

観劇に関する興味は低いように見える。 

＊2020年現在コロナウイルスの影響で多くの公

演が中止・延期、客席を減らして行われている。そ

のため、市場規模の縮小が予想される。 

 

３．テーマ 

2.5次元作品の人気で観劇の文化が広がっている

ものの、興味のな人もいる。また、コロナ禍の影響

で公演が十分に出来ず、観劇文化に少なからず影響

が出ることが予想される。そこで観劇により興味を

持ってもらえるにはどうすれば良いかを考えてい

く。また、映像配信ではない別の切り口でのアプ

ローチを試みる。 

今回は、観劇のなかで得られる「物語への没入

体験」という魅力の一つを伝える、『観劇文化への

導入の一つになる空間』を目指していく。ターゲッ

トは、一般的な大学生くらいの年齢で、男性にも刺

さる空間を目指す。 

 

４．提案 

　物語への没入には様々な条件の元起こる。例え

ば、移入・共感、同一化である。またそれらは、そ

の物語について印象深い体験になる。 

　そこで、注目したい舞台がある。それは、『イ

マーシブ型』演劇だ。イマーシブとは「没入型

の〜」という意味で、観客が登場人物の一つとして

参加する。この公演では、基本的に観客が自由に動

き回るため客席が必要無い。また、ホテルなどの商

業施設を利用した公演もあり、商業施設とも相性が

良い。この利点を利用して、本提案ではイマーシブ

型の空間の提案を行っていく。 

　また、イマーシブのものを調べていく中でコンセ

プトカフェに着目した。コンセプトカフェには、

「現実世界とは違う世界観に入り込み楽しむ」とい

うイマーシブな側面持っている物も存在していると



感じた。コンセプトカフェの代表格でもあるメイド

カフェの利用客の多くは男性だ。また、20代の客は

全体の30％以上だ。（2016年）さらに、近年は様々

なタイプのコンセプトカフェが誕生しているが、物

語がコンセプトのカフェも存在する。これらを踏ま

えて、本提案はコンセプトカフェを参考に思案して

いく。 

　立地に関しては、池袋を検討している。理由は以

下の通りだ。 

　1、新宿に次ぐ2番目の乗降者数（2019年） 

　2、人口の年齢層が低い

 
　3、サブカルの街としての歴史がある。 

（戦後の闇市で様々な文化が入り混じり、自由文化

都市として芽吹いた。高度経済成長になると、安価

な木造アパートが増え、漫画文化や若者の文化を支

えた。） 

　4、アニメイト（アニメグッズ専門店）本店、ナ

ンジャタウン（屋内型のテーマパーク）、乙女ロー

ド（サブカルショップなどが集中している地域）が

ある。 

　5、サンシャインシティなどの大型商業施設があ

る。 

　若者の街であり、コンセプトカフェといったサブ

カルチャーの受け皿になっている街は、本提案に則

した街であると言える。 

＊「サブカルは女性は池袋。男性は秋葉原」という

イメージがあると思うが、池袋にも男性向けのサブ

カルチャーのお店・施設がある。また、男女問わず

楽しめるコンセプトカフェも多く出店している。 

　池袋のサブカルチャーなお店や施設の特徴とし

て、現実とはかけ離れた世界を楽しむことが魅力と

なっている場所も少なくない。そこで今回は、『オ

ペラ座の怪人』のお話の世界に入ることができる空

間を提案したいと考えている。「オペラ座の怪人」

は舞台がパリであること、ファントムという非現実

的な存在という現実とかけ離れている部分が本提案

の趣旨に則している。また、何より劇団四季などで

も上演されるなど世界的に有名な作品なため導入と

しては良いのではないかと思う。 

　本提案では、雑貨とキャンディーのお店で展開し

ていく。理由としては、カフェといった飲食店は男

子大学生にはハードルが高いと考えた。そこで、気

軽に立ち寄ることができる雑貨やお菓子を取り扱う

店の方が気軽に立ち寄りやすいと考えた。また、お

菓子もフランス菓子を取り扱うと単価が高くなって

しまう。そのため、キャンディーという駄菓子のよ

うに安価で購入できるものを提案する。この駄菓子

は、近年の駄菓子の再燃焼の流れも汲んだものだ。 

　ラウルの気持ちになれるように、ステージから楽

屋、そして地下に向かうよう３つのフロアに分け

る。そして、楽屋にキャンディー、地下に雑貨を販

売するブースを設ける。 

 

５．今後の展望 

・具体的な内装提案（モデルも含む） 

（・コスチューム提案） 
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